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端 畢

冊 サ̀ TソそこウLJ=絹々のlblttがL入し,これをhl弘し球IZ抑a攻からJl却し.モの迫MにhFlナ石
化印の^救変化を岨耕した｡これt.のSI叔変化はまづもって榊'Liの板fl･',Jこ虹もものであもが.士†こ

払JtlはPlに上!‖手水LD祝典が示3LIZ'.
(L) 府EEカリウムが 】0,'iTqlI入ると800CJ･1下ではtt研ゆ外頼文化が1打JA-ナちB
(2) とJtは K の故典らしくJtC101,KCt,K卓01などにI七のqE.Jが也わらLtる｡

(3 >'A:(Oゎly.lClが人8とJtkLl.が 】2ObC 以下にNEa｡PlLfti4度ICの件肌n清書化はQLく

1_'EIr)｡

(4) JhLL-OJ=,Sr(.YOJr.Ag>'0,.PbtX'OJ2,X卓01或は KlhlO-TLとの乱入Iこより1-･
lCLIに･Jl由ウづ竜,ISにはそれ以内にIZ応的rこ悼辞の兄甘射tが*B も.(X'Ht)声01総も.Pとlさ

くこの■向t示すodL J;のたいtのでは rr=lti捗r_爪丸山｡

(5 Al.T二tT,D.T(_T<tたはでんぷんなど.D政人Ir16的鴇★tftt斗カも｡

(61 正広的Iこ件SEの又希世JIとqL泣くする抽iir+地 利上してタ且つであらう｡

】 II t

わLLわれはさきに軒一哉に.おいてfTr4'のEIlt並にそ

れと地の挽坪との開軒帖又は出合bJこついて,満濃の
加 牧知に上l)柿 /ほ 項濁した掛 を姓べた｡ そこ

に城ろ試料では板取 ●tの消失,または詳しい捗行をaa
たが.これらを休酌の異常文化に上って験付すろこと

をFtみた｡;吋於は誹だ定性∬】Ir方法に仏つたが.招々
の抽耳のlE加に上L)WAの瑚布の転伊仙 こおける†棚
の判官妊化を耐火し,域は此位的倣AJ=て肝炎の反応
性を相,WJ-ちのY._'tCめた｡

2 ⊇貞最集丑と実故方法

H科の帖脚 化を周 H=,7U.ナ上iなUタ入出のIl喋
計で和ら｡uI-_召旺IJ2亡叫 長 的 4m の円付で内野

tW.Il85ccあり,この中に'̂荊 log 曲杜を振って

ほほ一軌こし.すりJ..1せ7JZEAを的t>'ろ.LIにつな
がる搬 ℡ CI'_内似 372mm,長.さ的 Im とし,
団においてG のiBに牧丘をとって太政で ImLnUBl
¢ttLlと苅り補iE炎をつくる,

b に拭fIを入れと A を約めると,F.のfqNつブ

タを肌ぢて O から耕式を行い,Li及L<CLJlを 〇･l
mmHg壬丑坪に汝正すろ｡そこで D - のつ タ{_,し

め,F.に入れておいた連動.117 7 Iyをおろして

Ll■ 本姓RIOやホ 1号において才せらは研tLEDCEt 内の註故と淑 官のG辺までに充たす(油 はa



ll伴 門Jll帝'&の粒状に的する誘発 (gE二伸) 2Jl
'-,mぢて Dから排釈すればこれが伽 ､LLろ｡ 応し･=いちから,このLf扮 PはこのiL妊近況でLi拙

柵 と洗物,1177ィンを入れた正塩計を A が注す 的にLゼ1_るものと奴められろ｡

るまで加黙由浴的lこひたす.浴iAlipTRの加 水鋲
現だf'Z:7A止した】●rl由 :SmrnのTJL･,-̂ ･時
計ではかろ｡桁LLを0.14 30/分の迎さで上井せしめ

つつilだと舵 廿の八771ンtEの1ほ をq滞すら｡
殆t'守雄で上井でろ- タフtンuは,珂ilf肺炎の
TY-)6さ点を遜るtZには企lこ｣･外のhElさを棉し,
戒はl-1転tf点に要21,は急遜1=I‡下を77ナ｢であろ

う｡.､タ71ン蛙のhさはいくらかのqlirl連れを作っ

て柵 のftfL;鞍化に対仁する｡

3 事件姓類l=ついての葉脈 Jt

実作妊玖計の雌 を放すろために化す榊 TyJt
昌ウL.及び化千投打肘 カIゥエについてy!Jaした｡

3IX'Hl:(0}flfH._化学絶品を･･飽和水好漢とし,
それを310から冷して拭Aを析川せしめたもので,軒
-3tの LH に締出すろ｡球tZ鼓 97285gii度の上井

及び下FSとそのIミi3BにJかTろiWJtTf上の設ふとの馬体
を示すと団Zの上)になろ｡その加焦出現では一次勺
柵 :附 される｡qクス並に地 -タ7Lンの空転
及びノ､タブ1ン蛙の応さの犬■についてiLJW 正を行

っていないが.比休紋刑ヒの班の和ヱ己苑68は37:常と見

られろ｡また【本姓%常狂化のiA皮は6-捗iL姓に上く対

:二怒 雪空,T.Tl
,I)･Jj
･Ld
･･L･･'-
9

q点廿
･淡
A

体取払骨幹化

粁加Il.対'yH

仕正退JazoC

相のF化

-タフly蛙の動きmm
lCOmrnの純綿ec

終抗atIヒ並 cc

b･de-r g-h
+ - +

35-39 8五････舶 】28･-】3S

rt-I I-I I-1
79 72 62
0.2972 02723O2981
0935 0.0598 0.T72

比性比変化 ccg 十〇.田41-OCKk2+0.0汀7

袷斗己梓では 1-1にTElelrろ他市 ･-)は J-J
に肺 して70ほと取且に.JL'Jtて現れろ｡その技･#し

くFtって1-)の相 対如 ･50●の 上に誌められ.
ついで 1-Ttに当る欣折l- (淋-2?.)カ'硬う.
妨一報の実SH4)I(5).(Tl.(ll)及び (lS)の何LL
においても,rJ却逸民に J-･nち捗に当るものを故
知し和なかったので.45-4g'に現れた窄化f_' ]-rr
ti捗とLたが,これは訪った那 でもったりかもしれ

な し｡ともかくこの冷JP過由ではJいL7tびoQ)為点
で鵬 程とi且吐化L<f鞘記が告く一元していろカLち,
この程箆の伽 では相 .ia(久3線生せす,また
淵 -タフ†ンとLL屯ナろこともないと衰えよう｡

1.'35･049iZZ(J･):3-で加黙した妓q)冷却Cは 1-I

に用21すろttこ玖村加 :75●iZZ(1-,)に川で,l-∩

はさきの L- と尊く十枚ナろ｡ こ)I.

は軒一機の誕輸 (3)千 (LO)にtf応十

ろものである｡そしてTk約g)急変を屯

ナ退硬は逢っても射 ヒ血には紛 :ない

ことが知らLLろ｡

ftI,JE特上rll
Tか小.EJr,【ぐ｢.i

321くh'Ot那-3をyl策虫(】6)で
肝炎に珊 カリ17I.を,･榊しこむと,
n=L及び l=[唯捗が現れなかっ
たから,-AJIJ(tlOaのみを鮒 rろ｡

化学鮎 ‡88354gを撫屯｡

約250からf前々 に加焦すちと.Lタ7
Jン蛙は呼祖で｣二外していくが,12P

で兇常会外7'eはじめ】3SOでおらつく｡

その丑hJlの打さはI')21TrLTnこれを

三 三;;-e J'L-/"" ･¢○から肘 と Z25-日90に53=な牧
A JIJ t 3'/ 扮 :宅E).ハタブーンLEは 22mTrLF弟
t JJ▲ ･q Zt1

Ji ;;.i: A ''ヱ
L ,," i,. I;:i:

ろ｡その後の冷神は野地で行われろが,
帖紙Bl化のiL姓に叶ナろ勾敵まれ集の
齢 上t)作ZP･に王である.扶て恥且に
応つた技のJ､ク71シttl.Ju完の特上

IJy･JlOmm 虻くIEろ｡
725-I190における牧瀬は吟に池牧

- AL･抑 - ｡′き.叫 - -I- r'r･. 芝孟買 ,̀霊 三禁 望遠 讐



統監下ではl村 方9ゥムの三爪屯捗瓜にtlり.位且の
1と捕iAの )との凝する所へ褐Efで耕:収 監のR:い
川 lも切tEIIしていろ｡ そして此t4L的変化は卜･1

(-0.co6ccrg)よりも Ⅰ-lIト0014-'g)の万が
大であるから,加熱の方は 1-】へと進んでも,袷

却Dときに一等はすり易い I-Lに68した技に本

煮J)Iに戻る 日 -ll-I.I-I)のであら～｡

i)･よiたti8では執SZそのもに萌を残すこともnEJ言
LL7}.

4 i毘合 体 tt科

Ef7公に粗 の々故買7L,況令した'̂flにはまか上iに記

号を恥 ナてLL介した,

A 化学闘 技TンJh 'J.をit眠朽烏Aに上り板

東を高めたものを親 し.こLtに奇和のgl現を野 しこ

んで昭耕作とするB

了

…

∵

∵

…

DhlT及び T:ヾT(b3).
でん,A:ん,

K.TiOh
KlEllOJ

5 混合件拭科の実態

iZ魁計に拭科を輔l),常iAから徐々に加然して桝
に至らし軌 ついで冷却して骨止に灰す.このとき特
捜の急変するiJEとその(化Jtと主脚 する｡貰鵬
舟 三垢TFのために炎lこd汁｡又亙3に一例としてPt舟
記号 .ll3I)t三毛を絹げろ｡
かこ妃tLt事斗DR折- 7:Aqげ (7)､2)〟
あるものは先づ(I)について加たり.i軌 *tl祝●た
行わせ,つしl<(2)の包現t怨める｡ (2)のJtl長

持坑 -Ili7Lは｡x は書経現れず｡-だ牧Nせず｡

⊂〕L=鼓脚 井｡IJltf･であるが加iI的fft.E
は菅kt書 や｡rlエ化学圧JSとも聖bLL古生7tr_1モ
'iC｡

7&号 ^H A12 ^13 Aln K

hlO▲ ′,pr/ 136 )00

75)077 7925.94 3.5ど H5) 日37 1123 lOl (そのりA‡5 A2.1

^22 ^23 人3l A32 人13r HCIOJP r K亡SO

4 ′25 433 25 10 544 218 209

198 250 】44 058 250 】O OSH9】 】374

】354 ]3.58 1183 JSr2 日･I35 124 20 18
20 20 2030138 29-32 31

-35 3◆-10 x 27-33 3)･･3LI(CC革)(0･○)5)(0.C3･ll(a.031) (O･C3)(C



1
+

包
交

-
ー

3
1

(比仕切
交
牝
ct･rL･)

≠

耕

急

b
(
.3

蛙5,
と

山本 沢tu 軒'&の也款に関する辰男 (那=≠) 213
^zI A12 A13 A14 A】S A2) A22 A23 A32 A33

Fiif諸 :描 .L(li㌫) x 】05104

日 ]有 る胃 管 諾)2 )蒜 雪デ lLgS:冒 Z(207諸 宗 笛 】有 識 12(=笛 - '24
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x I2125 x 2ヨー20 25124
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兼 (その2)

74 持 た 号 AH A.42 .413 A5 A6 ^7 Ae A9.

廿と 入 相 JI KCl , , aゞY0} yzLCl h(S'OJ2 Sr(y'01】t Agh-03

tは 入 旬 .PJ 】0 2.5 ]0 20 IO 1631 )32 1061
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6 考 案

^l h'7(OJのiBi人血 F36,'''及びlOt.'の人目 と
^]2とでは,雌 現において Il■-)の棚 軒t

(+相加)もl-)の変化 (-汝少)も馳ILl.その

代りI-･[変化 (+)のすぐ的 110-日80に1脚
加 (JLlが発行する｡その冷抑こ当ってほ 卜-IF化

(-)QI,技に控柱てB60辺に Ⅰ-)封 ヒ(I)が徒
に現れ.血に維脚 'yO}Iがつづく.そLて杓 5'ま
で冷す 1-るも)一打 に当る変化 ト)は見え1=い｡
ここlこ(i)及び (b)のJF化はE7HthIゥ上のti捗の
世書と稚?.乍されろ｡

gF一報巧■ (Z6)において L:_T:0}lOt''nft科が
ll3.8'で ]-･(,988°で l-1の伝捗を7-Tうのみ

とq黙した｡これらの温東は今述べた (A)及び (b)

ととlJちカ:えて訪った卵 を下したよHiが.rr=)

及びJ=】の前矢は珠からしい｡またこれらflftの
経机交化血は前菜原作のとき上Oも少い｡

KX'0175及びS>'の^13及び山.4では n=1

はかくれたが1=1封 とは現れろ｡そして J{}10}
が25'.'に採ったAtSではⅣごIも山DLL,K:(0.

混入Jtの妓少とともにその劫梨の式酢に少く1_･ろ概を

断′i;していろ｡

拙点は Kh'03107''が如位でPi柑lニ上って＼ろ｡

A2 KC104が 433ガ の 2̂1で('JJ坤におけら

l･-TVでのt轍 免官変化(-)が耐えろ｡そして1-
1髄flの辺での休校牧事柑土2mに行わLL'=いち｡

i:CIOlにはtitLL-1もなく,また桝 も起きnb:. こ

れのZB加は蹄をとの他 見を下げるのには X:<01上

J)も人きく世事するよう'Cもろ｡

KCIO125!J次びl!''を発射する A22及びA23
では3粗 ･●tを下げろ怖rF,Jri^LSJ:I)大きいよ･)ど

那.帖fit虻化についてもこれと伺肌こ椛池ナろ｡

3̂ 1くi501が添加さ11,73と NlllNOaと1k'J>桝を

仮すためか,一般にItt柵勺耽いiA腔で詳しい作桃の桝
火を'･7)-rr｡

3̂1(5447i)'CはTY-･■のnt化を杜かr,(-rl
に印当する 9･IO辺カ･ら-X郡に帖印材火の-鴇をiLuち.
A32(2.8!'')及び A33()09)では n■一･Jでの変

化 (+)も l-1での変化 (-)も共にgut,ちが.
桐ホでは IOSO辺から之に,牧瀬では104-】240では

*かにそしてその後に急速に何れも民FS的な総統の見

鮒 加を′】:す｡

脈 のtE世良を滑十には X イ*シがJf書し,患晦

や圧t8位への仲川に1城 イ*ンが与ろらしく一X'0ゴく
CIO{<SOlの果換わ被 せられる｡

A4 KCIIOt''の Al｣は加焦方向にTr-1並に
ll-Tの件班文化を現さず.n'辺と日00辺(I-

I)'tで2枚にT柑 tのA常竹大を,7･;す｡このMF.I,収 び

冷瑚出現の糾 ヒもAz1Zとぴ Az2に似ていちが,稚

点挿下が符しく釣 129○で榔 する｡

A･L2(257･')もA4)に苅ナろが.̂ <3(lh')で
は EC】の朗 tj);よく現れない｡

A5 :(a-TLTChay''のiS加では n二一及び ]=I

のlf抗文化は四賀の彬 点で行われろが.著しい収受

は I-1伝幹の跡 こ排 すちこと'Cもろ｡
At■:<zICl】Of･汲加の ものは n'-lのt4.枚変化

(+)に引きつづき51-.収H=い三-BE見有村 t:(+)

オ司か (妨一類72でも伽 た).r}蛾tRlこもl-rr
変化 卜)のnlこ37-340でft韻の急伽 ;′たさLLろ｡

これに33t位の吸虫は KCIにも見たちかlJClの劫柴

であろiと僻 ナろ.なおこの鞘 も [-1も捗に
先立って耕 する｡

Al及びA8 Lhrh'0112及び ST(_T(Oi12を夫々

SmoI,+3台むものは H00辺'e鵬 と輪とIFi特.二反位

的に具有変化 (+)を元す｡

_49及びAIO Aghl01及び Pb､XO31{を人 々
StzK･17''含んだ試料では 1-1C渉と荊ビはさにJz:
拓的鬼常封と(+)を′た し.分解に移ろらしい｡この

傾(tlzJは技Jfの力が苛しい｡

AH (XH●)占04201''iLi人のもの'Cは n-J変
化の枝にi●)70°で件Ftの風脚 火に入ろ.

A12芦抄-した巾左にAI野末を加えた只1削tト･
Tの肘で比卿 常文化を,1汁｡HgはaO'でZrL
は zl00で火◆I松 と之に相正広するがAlの作用も

これらにmすろものか｡I_-お軸 性で Tt-1変化
(+)の捷5トー550'Cも経か1こ帖iLt封 ヒ(+)S･煎ナ
(筋一拍73でも包めた)｡
矧こAHOl''人のもの (A122)ではl'日OOOから

の冷プ雌現でⅠ-Ilの変化 (+)を夜かr,それと
l一･Ⅳ とを 4SP辺のt4.統急柵でおきかえていろ｡

これを Ⅰ-･11'板捗とする. この現鰍ま耶一緒Zlの73
にても臨めらLLたから.Al21(22JL,';)でももつと満

迫から杓対すJLはBlれたであろう｡

T̂3 TINT2Oタ;を況和したft舟も Ⅰ-1の妊化
のまx,に ZZSoiZZでZz,む的鬼常馴 ヒをJJえろ｡加込/i

L<冷却の過小何LLも (=lの抑こT_T(Tの桝 幼児
が知 られろことほ.妨一稚75と同軸でもろ｡
131及び EI2 相 の舵 に DI(:<及び D.TC.TCと
T:(Tをi旺合し1=のも 11-Iの昏tFと日時頚はその
抑 二反F･的なf稲見三村をllち｡転移点は茄-相 82及
び 83に対応する｡
Z13 でんぷんiZ8人 (5>')の穴科も正R.的ft班立村
を与えろが,それはト･Ⅰの位で姉 の前に{立する｡
モ捗点は恭一報い とよく対応する｡
Bヰ Kh'0}(25,''')をただ氾ぜたのみのもののJE
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'Jili^lSにおけちと火か ;ない｡

115 に･TdnO一を♯けた yIl一XOlに加えるのは危

いb･ら混合油で技与｡)-】の打化 (⊥)め:Jlめどな
く次行する影身を示す.1∞○から冷すと I-･TV群化

が現れず (K の散乱 m t的 確のt畑 ははじめの
より群しく大でもろ｡

T Ja 結

われわ1日ミさきに印安にETPth一〇一を共牡して
R'=)及びl=lのti捗が折失すらのを払めたが,
ここに Ll'081Pt･'応筏o)乱入に 上川三町○以下で
は_ttaの異才衣化の生じ1_･いことをftわた.Lカ･もこ

の攻乗は XCllっても研ちかに現れ払 また搬

Bを行わなかったが XCtO一,Kさ〇一,K}InO.吐どの

X 化合牧内にもその位向は見受けられろ. なお蹄挺

の転移点の捗T7にd T･trIa 9上が特異の効果を与
えろ0)は注ロすべきでもろ｡

DX'h',Th'Tなど冊雌 軍の蜘 :.秤安のk点

よりも益かFSJ1度にJ3tLてこLLと圧特約に作関するこ

とは-JSiなづかJLろ が,攻■のgl頼め'･mOlの数次を

与えろらしL:ことを知ったBすなわち Ib(h1011亡,S,

C(01)≡.Ag>'01.Pbr:(03I' K:soヰ,エ_ttz'0.及
び (:(‖一l占0↓1_.t'も書かれ少なかLt物 の出 を

持つようでもろ｡また X'A.T(0)や X-JIClう覗 入され
ろと地 軸 :】20O以下にFtろことも,何ESの■点か

らJ24;をSEえろ｡

本職 の往々の事くはⅦ ｢i吐合性器の研究｣にlE

附せられた文称古村千才ませにniものである.たし
て羅好ILろ朗 を捧げろ｡

StvdleSOnBehavjoursofAmTnOnjum Nllrate (a)

VolumeChangeofAmTnOnlum N]trateTelaledLOTcmperこlturC
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oヽlumebetoⅥaOOC.
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shom beto､yl200C･JjtltttledtC叩 eha･･gesof､LO)llmCdlSLlpPCAr.
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respec山clybegLnSStt-CpehatlgCOE､01umeEot】oWIngaEEerI一･ItrAmIl加 orsome-
t仰E5rnOreearlr (NIHl)三SOl与how81hlSthI】dchC)･AtatKbLlt700C.
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e･lrlythercaCl1､eぐtIEIT)CC90f､10ttlrr'tL

(6) ThestlbSLJnCe-､hLChrで･ult'na- r'lum I"t'atettlereLLCt1､･日 tunge伽 ､
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